
取扱説明書

※第三者に譲渡・貸与される場合も、この取扱説明
書を必ず添付してください。

危険 重大な事故になります。

この取扱説明書には下記のマークをつけています。
重要項目

ご使用前に取扱説明書の内容を十分理解したうえ
で使用し、お手元に大切に保管してください。

警告 重大な事故の原因となります。

注意 けがや器具損傷の原因となります。

特に読んでいただきたい内容

●対応の熱源以外は使用できません。
●本製品に燃料・燃焼器具は付属しておりません。
●風が強い場合は、風除けを使用してください。

安全上のお知らせ　
アウトドア用の調理道具

メスキットパン 2合用



アウトドアの調理道具として使用します。
本体はフライパンとして、フタは食器として使用できます。
炊飯は2合まで可能です。

用　途

各部の名称・セット内容

●本体

●フタ
食器としても使用できます。

●ハンドル
フライパンとして使用するときは
ハンドルとして、炊飯時はストッパー
として使用します。

●留め具
ハンドルを収納できます。
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ご使用になる前に

●空炊きは禁止。

●加熱中は火元を離れないこと。

●調理以外の使用は禁止。
●テント内・洞窟・窪地等の換気が悪い場所での使用は禁止。

警告 重大な事故の原因となります。

注 意 直火禁止



●調理中や調理直後は本体やハンドルは熱くなります。やけどの危険がありますので厚手の
ミトンなどを使用し、お子様は遠ざけ、絶対に手を触れさせないこと。
●酸性やアルカリ性のものは使用しないこと。
●ストーブの上で使用しないこと。
●揚げ物料理には使用しないこと。
●高温のまま冷水を浴びせるなどして、急激に冷やさないこと。
●フチまで水などを満たした状態で使用しないこと。
●熱の影響により、変形・変色する場合があります。
●安定させた状態で使用すること。

注意 けがや器具損傷の原因となります。

使用前の準備

使用方法

使用する前に各部に異常がないことを確認してください。

●最初に使用するときは柔らかいスポンジなどに食器用洗剤を付けて十分にお湯で洗い、乾いた布などで
水分を拭き取ってから使用してください。
●本製品はアルマイト加工が施されていますが、使用していく中で焦げつきがひどくなったと感じたら、お米
のとぎ汁を本体に８割くらいまで入れ、15～30分煮立たせてください。（シーズニング）これをすることで
焦げつきにくくなります。

●本製品は熱源を使用しご飯を炊くことができます。

注意

米を研ぎ、米の量に応じた水を入れて30分以上吸水させてくださ
い。しっかり吸水させることでふっくらとしたご飯が炊き上がります。
※米1合=約150g。米1合に対して炊飯時の水の量は約180～
200mlが目安です。

1.コンパクトストーブに固形燃料1個（25g）をセットし、
フタをした本製品を置いてから固形燃料に着火して
ください。

※2合炊く場合は、固形燃料2個(50g)使います。

2.そのまま火が消えるまで放置してください。
※10分くらい経つと吹きこぼれる場合がありますが、
フタをあけないでください。

固形燃料（25g）

吹きこぼれても
フタは開けない！!
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米の種類・気象条件・火力
等の要因によってはうまく
炊けない場合があります。

ご飯の炊き方（1合炊き/コンパクトストーブを使う場合）
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お手入れと保管

A

品質表示

材 質／本体 ： アルミニウム（底の厚さ：1mm）
フタ ： アルミニウム
ハンドル・留め具 ： ステンレス鋼
表面加工 ： アルマイト加工

サイズ／本体 ： 約幅158×高さ60×奥行き385（mm）※ハンドル含む
フタ ： 約幅150×高さ21×奥行き184（mm）
収納時 ： 約幅158×高さ60×奥行き200（mm）

満水容量／800ml

●使用後は、食器用洗剤をつけて柔らかいスポンジで洗い、水分を拭き取って乾燥させてください。
●焦げ付きを落とす場合は、熱湯に浸して焦げ付きを柔らかくしてから取り除いてください。
●スチールたわし、磨き粉等を使用しないでください。
●料理を保存しないでください。腐食の原因となります。
●食器洗い乾燥機での使用はできません。
※製品改良のため、仕様・外観は予告なく変更することがあります。また、図と製品が異なる場合があります
のであらかじめご了承ください。

3.火が消えたら軍手や革手袋を着用し、本体をひっくり
返します。

4.布などにくるみ、15分ほど蒸らして完成です。
15
分

●留め具を外し(①)、ハンドルを伸ばす（②）と本体をフライ
パンとして使用できます。フタは食器として使用できます。

フライパン・食器として使用する場合

フタは直火禁止です。 ①

②

フタ：食器として 本体：フライパンとして

フタをしっかり押さえ
ながらひっくり返す


